
一般会計補正予算 審査特別委員会／開会中の常任委員会審査報告

主
な
質
疑
応
答

問

雪
国
文
学
散
歩
道
は
い
つ
整
備
す
る

の
か
。

答

着
手
は
7
月
ご
ろ
に
な
る
見
込
み
。

問

地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
の
湯
沢
町

配
分
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答

2
億
4
0
0
0
万
円
ほ
ど
で
、
使
い

道
は
今
後
協
議
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補
助
金
は
、

需
要
の
あ
る
町
内
会
も
多
い
と
思
う
が
。

答

こ
の
制
度
は
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

た
方
が
良
い
と
思
う
の
で
、
活
用
法
を

研
究
し
た
い
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　

今

村

定

一

⃝
請
願
第
1
号

　
「
30
人
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
金
制
度
2
分
の
1
の
復
元

に
係
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請

願
書
」
に
つ
い
て
は
、
賛
成
全
員
で

採
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

⃝
陳
情
第
1
号

　
「
違
法
な
臓
器
生
体
移
植
を
禁
じ

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
」
は
、
賛
成

少
数
で
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

⃝
陳
情
第
2
号

　
「
年
金
2
・
5
％
削
減
の
中
止
を

求
め
る
陳
情
」
は
、
賛
成
多
数
で
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

厚
生
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　

佐

藤

守

正

⃝
議
案
第
39
号

　
「
平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ

い
て
」
は
、
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
。

〈
説
明
要
旨
〉　

職
員
の
病
欠
に
伴
い
、

レ
セ
プ
ト
点
検
業
務
を
6
ヶ
月
間
国

保
連
に
委
託
す
る
費
用
と
国
保
連
と

の
回
線
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
変

更
に
対
応
す
る
た
め
の
費
用
で
あ
る
。

⃝
議
案
第
40
号

　
「
平
成
25
年
度
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
補
正
第
1
号
）」
に
つ
い

て
は
、
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
。

〈
説
明
要
旨
〉　

医
療
機
器
Ｃ
Ｔ
Ｘ
線

撮
影
装
置
2
6
0
0
万
円
、
生
化
学

自
動
分
析
装

置
1
5
0
0

万
円
の
購
入

に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

開
会
中
の
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

平
成
25
年
度

�
一
般
会
計
補
正
予
算 

審
査
特
別
委
員
会

6
月
5
日（
本
会
議 

12
日
）　
特
別
委
員
会 

賛
成
全
員
で
可
決

�

委
員
長　

髙

橋

綾

夫

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
57
万
8
0
0
0
円

を
増
額
。

　

資
本
的
支
出
予
定
額
を
8
7
2
万
5
 0 

0
0
円
増
額
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

6
月
12
日
　
賛
成
全
員
で
可
決

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

6
月
12
日
　
賛
成
全
員
で
可
決

4,531万円を追加して

総額76億5,275万円
歳入の主なもの

繰越金�������������3,741万円増

県支出金（商工費県補助金） ���� 500万円増

歳出の主なもの

湯沢町観光協会補助金（宣伝業務分） 2,000万円増

小学校閉校記念事業補助金����� 100万円増

道路新設改良費���������� 250万円増

2湯沢町議会だより 第110号


